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タイトル:可逆グラフアルゴリズム 
背景 
また,基本的な探索アルゴリズムの一つである線形探索では,提唱されている一般解法を用い

た可逆化が行われている.加えて,手動で可逆化することで一般解法よりも時間計算量の効率

の良いアルゴリズムも提案されている [2].また,深さ優先探索や様々な比較ソートでも可逆化

が行われている [1][3].しかし,深さ優先探索の可逆化は手動による効率化が不十分であると考

えられる.そのため,効率のいい手動の解法の提案が求められている.加えて,似たケースで使

われる幅優先探索の可逆化も求められている. 
 
目的 
本研究では,はじめにすでに解析された可逆線形探索とか逆深さ優先探索の解析方法の改善

を行う.参考文献[1][2] では,解析を行ごとに行われている.しかし,計算量に多く関わる重要な

演算を決めその演算の計算量を求めるほうが解析の効率が良いと考えられる.解析の方法の

変更による結果の変化を明確にする.また,連結無向グラフの深さ優先探索の既に可逆化され

た一般解法と比較してより効率的な解法を提案すること,連結無向グラフの幅優先 
探索の一般解法による可逆化と手動による効率的な解法を提案することをを目標とする.可
逆化したプログラムと効率化したプログラムの解析を行い,トレードオフの関係を 
明確にする. 
 
先週の課題の進捗報告 
・可逆線形探索のフローチャートの修正 
→完了 
・可逆な深さ優先探索のフローチャートの完成＋説明 
→説明の記述ができていない。フローチャートは完成 
・深さ優先探索の具体的な例を追加する 
→完了 
・必要であれば可逆フローチャートの論文を読む 
 
来週までにやること 
・可逆深さ優先探索のフローチャートの説明を論文に加える 
・その他記述することがあれば論文に加える。 
 


